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「会員の皆様へ」　2011年を振り返って・・・・。

　本年もいよいよ押し詰まって参り
ました。
　皆様におかれましては、新年を迎え
るに当たり、さぞ気忙しい日々をお過
ごしのことと存じます。
　今年を振り返りますと、日本中いや
世界中の人々を震撼させた３.11東
日本大震災、平年より早かった猛暑
の訪れ、紀伊半島を中心に平成最大
級の被害をもたらした９月初旬の台
風12号、湯河原町も停電・倒木の被
害を受けた９月中旬の台風15号など
自然災害の脅威を目の当たりにした
年でした。
　同時に、気象状況が過去のものと
は明らかに大きく異なりつつあること
を実感した年だったと思います。
　一方、大きな災害はただ災いをもた
らしただけではなく、私たちに家族、
地域の方々、そして日本中の人々との
“絆”“つながり”という、ともすれば忘
れがちであった大事な心根を呼び覚
ましてくれた一面もあったのではない
でしょうか。

　来る年が穏やかであって欲しいと
多くの方々が願うことと思います。私
なりの言葉で表現しますと、安全・安
心への欲求「安全欲・安心欲」とでも申
しましょうか、このような思いが少し
でも満たされる時が早く来ることを心
から願わずにはいられません。

　さて、国内経済については、引き続
くデフレ不況に加え、東日本大震災の
影響や福島第一原発の事故による放
射能汚染・風評被害の影響により依然
として厳しい状況にあります。
　また、海外経済の減速、円高、タイ
の洪水の影響及び電力供給制約など
景気が下振れするリスクもある中、観
光を基幹産業とする湯河原町も、東日
本大震災の影響は非常に大きいもの
でした。特に、震災直後から相次いだ
宿泊施設での予約のキャンセル、茶葉
の放射能汚染の問題など、関連業種
も含め、その影響は今も色濃く残って
いることは非常に残念なことです。
　この震災直後の４月に執行されまし
た町長選挙においては、会員の皆様
のお力添えを頂いたことで町民のご
信託を賜り、引き続き湯河原町長の職
に就くことができました。誠にありが
とうございました。

　６月の後援会主催の「東日本大震災
チャリティーバーベキュー」では、多数
のご来場、多くの義援金を頂けたこと
は大変嬉しく、皆様の温かいご支援に
心より感謝申し上げます。
　また、10月から11月にかけて、恒
例となりました後援会の主催による
「町長とのふれあいの集い」を町内10
か所で開催頂き、多くの方々と直接お
話しをする機会を頂戴した中で、参加

された皆様から様々なご質問、ご要望
等をお聞かせ頂き、私なりに精一杯お
答えさせて頂いたことで、私が常日頃
から抱いている“皆様に身近な町長で
ありたい”という思いが少しでも皆様
に届いたのであれば幸いです。
　一年を振り返った時、この様に会員
の皆様とは、節目節目の場面でお会
いし、時に激励され、時に喝を入れら
れ、様々な形でご支援頂いてきたこと
を改めて感じ入ります。今後も、どう
ぞこれまでと同様のご厚情を賜ります
ことを伏してお願い申し上げます。
　いよいよ寒さも本格化して参りまし
た。今夏ほどではないものの、国から
は冬の節電の呼びかけもありますが、
皆様どうかお体を大切にあたたかな
新年をお迎え下さい。

　私の年明けは、平成24年１月２日の
箱根駅伝の往路ゴール地点で「湯河
原温泉みかん」を配布する観光ＰＲ活
動が仕事始めとなり、新たな一年がス
タートいたします。
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　2012年が 皆様にとって　
　　すばらしい年でありますことを心よりお祈り申し上げます。
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今年も一年間ご支援ありがとうございました。

★住 所・氏 名等
に変更がありまし
たらお手数です
が、事務局まで
お知らせ下さい。

　年の瀬を迎え何かとご多忙のことと拝察いたします。後援会員の皆様にはいつもながら多大なるご支援、
ご協力をいただきまして改めて御礼申し上げます。
　今年は 4月の町長選挙、6月の｢東日本大震災チャリティーバーベキュー｣、10・11月の「町長とのふれあ
いの集い」と、皆様のお力を拝借する機会が多かった1年でした。その結果、見事に町長選で再選を果たす
など皆様から温かいご支援を頂けたことは、後援会として感謝の気持ちでいっぱいです。これも一重に皆様
の町政に対する熱い思い、また町長に対しての大きな期待の表れだと深い感銘を受けました。
　明年もより一層のご支援ご鞭撻をお願い致しますと共に、皆様の益々のご隆盛をお祈り申し上げます。

冨田後援会長　高　橋　義　雄

10月22日/門川会館10月23日/吉浜文化福祉会館

10月25日/川堀会館 10月30日/鍛冶屋会館

11月13日/中央区民会館 11月14日/城堀会館

11月3日/宮下会館

11月5日/福浦会館

10月26日/宮上会館

各地区共地域の課題について活発な意見・質問が多くありました。
ここに各地区共通する課題の一部をご紹介いたします。
＊津波に対する防災対策について
＊ＪＲ湯河原駅前の整備について
＊真鶴駅前の渋滞について
＊ゴミ集積場所の問題・ゴミ出しのマナーについて
＊防災行政無線の聞こえにくいことの対策について

冨田後援会主催「町長とのふれあいの集い」を
10月22日門川会館をスタートに
町内10ケ所で行いました。


